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いて to compensate for breakdowns in communication due to 






























































































学１年生の段階で、Do you have a pen? という疑問文が
提示されたとき、生徒は、Yes, I do./No, I don't で答える
よう指導されるが、語用論的には不自然と言わざるを
得ない。実際，英語で Do you have a pen? と言う問いに、




出さなければならない。したがって、Do you have a pen? 
という疑問文に対する返答は、通常 Here you are.（はい、
どうぞ）か、Sorry, I don't.（ごめんなさい、ありません）
のようなものが自然であって、Yes, I do.（はい、持って
います）や No, I don't.（いいえ、持っていません）のよ
うな機械的な返答は、通常の文脈では不自然と言わざる
を得ない。ところが、英語の授業での会話練習において、
Do you have a pen? という問いに対し、Yes, I do. とか No, 
I don't. という答えで練習をしているケースがしばしば










れる。小学校で学習する文型の１つに、What .... do you 
like? があり、小学校の教科書会社で言うと、光村図書、
東京書籍、学校図書、啓林館の教科書で取り上げられて
いる。光村図書 Here We Go! 5 （５年生向け）では 42 ペー
ジに What subject do you like? という表現が挙げられてお
り、東京書籍 NEW HORIZON Elementary English Course. 
5 （５年生向け）には 11 ページに What sport do you like? 
があり、68 ページに What season do you like? がある。学
校図書 JUNIOR TOTAL ENGLISH 1 （５年生向け）の 22
ページには What sports do you like? があり、I like tennis.
で終わっている。もう１つ、啓林館 Blue Sky elementary 
5 （５年生向け）では 25 ページに What subject do you 





　もし What color do you like? と問うなら、次のような
展開になってはじめて意図理解が行われたということ
ができるであろう。
　A: What color do you like?
　B: I like yellow.
　A: Then, I'll give you a yellow ribbon.
　Ａが相手（Ｂ）に好きな色を聞いて、相手（Ｂ）から
返答を得たのであれば、その返答に対してＡから Then, 
I'll give you a yellow ribbon.（それなら青いリボンをあげ
よう）のような何らかのリアクションがなければ、単
に好きな色を聞いただけで終わってしまうことになる。






　同様に、もし What sports do you like? という問いに対
して意図理解が行われたと言うなら、次のような展開で
あろう。
　Ａ :  What sports do you like?
　Ｂ :  I like tennis.
　Ａ１:  Then let's play tennis after school.
　Ａ２:  I give you some tennis balls.
　Ａ３:  If you like I'll teach you some tennis.
　Ａが相手（Ｂ）に好きなスポーツを聞いて、相手（Ｂ）
から I like tennis.（テニスが好き）というような返答を
得たところで、そのＢからの返答に対して、Ａにはい
くつかのリアクションが想定できる。例えば、Then letʼs 
play tennis after school.（放課後テニスしよう）であった
り、I give you some tennis balls.（テニスボールをあげよ




































































その上で、英語での表現として、Lemme see.. と Wait a 
minute. を導入した。複数の表現を導入したのは上述の
ケースと同様の事由であり、今回の授業では、汎用性の


















　Ａ :  Guess what?
　　    Can you play Fortnite with me? 
　Ｂ :  Sure. Evening or night?  
　Ａ :  Lemme see... Night, at 7. 










Can you play ...? のフレーズは、通常の授業で既習のた
めスムーズに受け入れられたほか、Fortnite や with me 
も難しくはなかったようであった。その返答として、あ
らかじめ導入した Sure. を用いた上で、Evening or night? 
は外来語として耳に慣れたものであったようで、困難な
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く受け入れられた。ここで考える時間を埋めるために先
述の Lemme see... を発動し、しばらく考える時間をとり




　Ａ :  You know a new book of Kimetsu is on sale?
　Ｂ :  Really? Who told you that? 
　Ａ :  Kenta. He has one now.





　 こ の ケ ー ス で は、 驚 い た と き の フ レ ー ズ と し







































たときには、相手が先生であれば Really? より Is it true? 
の方が適切であり、感心したときも相手が先生であれば 















Evening or night? というセリフに対して、Morning（午前
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 Ａ: 鬼滅の新しい本が出たらしいよ。 
 Ｂ: マジか。誰が言った？ 
 Ａ: ケンタ。もう持っているらしい。 
 Ｂ: やばいな。 
 















に、およそ位相の差異とともに提示したが こ 点についても、難しい うより面白いと う感想で った。 
 
     表１： 位相によるフレーズの違い 
使うタイミング 友達に 先生に 
 話しかけるとき 
 
 Guess what?  
 Listen. 
 Excuse me. 
 
 ＯＫするとき  Sure.   Certainly. 
 考えたいとき  Lemme-see  Lemme-see 
 わかったとき  I got it.  I see. 
 驚いたとき  Really?  Is it true? 





の会話では Guess what? や Listen.が自然に聞こえるものの、例えば、相手が先生であれば、Excuse me.のよ
うな丁寧な表現が使われることについても、児童は理解を示していた。同様に、相手の提案に承諾するときも、
相手が先生であれば Certainly.の方が丁寧であり、内容を理解したことを答えるときも、相手が先生であれば 
I see.の方が丁寧になることも理解していた。また、驚いたときには、相手が先生であれば Really? よりIs 
















































































学校で 2021 年３月 18 日に行われたもので、もう１つ
は兵庫県宝塚市立西谷小学校で 2021 年３月 23 日に行
われたものである。
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